
佐井寺南が丘公園の
樹木を観察しよう
協力：すいたみどりのサポーターの会

春の訪れとともに気品ある香り

秋にはカラフルな葉と
ロウが採れる白い種子

芳醇な香りの果実

   モミジに似ている葉！
　  果実はリースにも

花びらは６枚、開花時に花のすぐ下に
小さな葉が1枚つくのが特徴です。
名前の由来は諸説ありますが、果実が
握りこぶしのように見えることから。
小枝をけずると香りが漂います。

握りこぶしのような果実

コブシ

コブシやシモクレンよりも大きな
卵を逆さにしたような綺麗な形の
葉が特徴。純白に近い、きなり色の
花は３~４月頃に開花します。コブシ
との違いは、花はそろって上向きに
咲くことや花びらとがく片の見分けが
つきにくいこと等があります。

かわいいひし形の葉はオレンジや赤、
紫など鮮やかに紅葉します。
ナンキンは中国からの渡来を意味し、
ハゼノキ同様に種子からロウが採れ、
ろうそくなどに用いられました。
秋に果実が熟し、白いポップコーン
のような種子が残ります。

別名をアメリカフウとも言います。
葉は５~７つに裂けます。
カエデ類は葉が対生するのに対して
フウ類は互生。
北千里駅すぐの三色彩道ではモミジ
バフウ、タイワンフウ、トウカエデ
を見比べてみることができます。

ハクモクレン

モミジバフウ

ユリノキ

ヤマボウシハナミズキ

クスノキ イヌエンジュ

「せせらぎの道」周辺の道路花壇は
すいた里親道路活動をされている
みなさんによって、地域づくりの一環
として美しい花を咲かせています。

ケヤキ
春の新芽、夏の緑陰、秋の紅葉、
冬の落葉後の木立など四季を通して
いろんな表情を見せてくれます。
葉のギザギザがカーブを描くことも
ケヤキの特徴。
木材としても家具に使われます。

秋から冬にかけて赤い果実が沢山
なります。葉は常緑で光沢があります。
葉柄が黒紫色を帯びることが名前の
由来とされています。
縁起のいい木としても知られています。

芳醇な香りを放つ果実はのど飴や
はちみつ漬け、カリン酒に。
お部屋に置いておくだけで芳香剤
代わりとなります。桃色のお花や
まだら模様の木肌も美しいので、
庭木としてもつかわれます。

古くから親しまれてきた吹田
市民の木。長寿で生命力が
強く、多くの古木が市内にも
点在しています。葉をちぎると
さわやかな樟脳の香りがあり
ます。せせらぎの道の街路樹の
一部がクスノキです。

総合運動場のサブグラウンド
で目立つ大きな木。エンジュに
よく似ていますが、樹皮や実が異な
ります。エンジュの豆果が数珠状
にくびれるのに対して、イヌエン
ジュの豆果は平たいサヤ状になり
ます。夏頃咲く花はクリーム色。

ハナミズキよりも開花が遅く、
５~７月頃、開花します。
花のように見える部分は総苞片
といいます。ヒマラヤヤマボウシ
は味舌水路遊歩道等で、ガビサン
ヤマボウシは緑の遊歩道で見ること
ができます。

明治 45 年、当時の東京市長が
ワシントン市へサクラを寄贈した際
のお礼として、大正初期頃、送ら
れてきました。花びらのように
見える総苞片の先がハート形
のようにくぼむことがヤマボウシ
との違いです。

別名をハンテンボクとも呼び、
「はんてん」にも見える葉っぱの形
が特徴です。花が似ていることから
チューリップツリーや百合の木とも
呼ばれます。初夏に開花。
佐井寺南が丘公園の周辺に植えられ
ているのがこのユリノキです。
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せせらぎ

Tシャツ？ワンちゃんのお顔？
　　かたちがかわいい葉

山に生えるモモという意味が
名前の由来ともされ、果実は
生食やジャムで食べられます。
こんもりした樹形と、細長い
葉が枝先に集まってつくのが
特徴です。

赤い果実が目を惹く
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クロガネモチ

イヌエンジュの豆果

おうぎ形の美しい樹形

赤い実の縁起の良い木
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佐井寺南が丘公園
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吹田市立 総合運動場

紫金山公園

エンジュの豆果
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吹田市の中でも地理的に中心部に
近い佐井寺南が丘公園。
中心を示す造形物「オンファロス」
が設置され、「オンファロス」は
ギリシャ語で「へそ・中心」という意味。

ヤマモモ
９

多様な形の葉っぱと美味しい実

ヤマグワ
３
深く切れ込みのある葉は幼木に多く、
成木になるにつれて葉も丸くなる
と言われる様子は人間も同じ…？
葉はカイコの餌としても古くから
栽培されてきました。
果実は６～７月頃に赤色から黒色に
熟し、食べることができます。

佐井寺南が丘公園

シラカシ・アラカシ
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佐井寺南が丘公園
せせらぎの道＆

まちの植物園

周辺はマンションも多く、ブルーの
大型遊具やローラーすべり台もあり、
いつも親子連れで賑わう人気の公園です。
公園には実がなる木もたくさんあります
ので、季節を通して観察を楽しめます。

公園より北側の歩道にはせせらぎ水路が
あり、周辺地域も含めて水とのふれあい
を大切にしています。
※せせらぎの道の水は夏～秋ごろまで流れています。

『すいたみどりのサポーターの会（SGS）』のみなさんが、
公園や遊歩道など、四季折々の樹木の特徴や見どころを
案内するガイドツアーです。お気軽にご参加ください！
※要申込（抽選制）・参加費100円
※詳しくは「花とみどりの情報センター」HPにて

吹田市がみどり豊かになり、市民にとって住み心地
良い環境都市になることをめざす活動と、その環境
を次世代に引き継ぐための活動をおこなってます。
主な活動：樹木ガイド、公園の樹名札かけ、環境講座、子供向け工作など

すいたみどりのサポーターの会（SGS）

「すいたの樹木ガイド」

つつつ市＠佐井寺南が丘公園

吹田市花とみどりの情報センター

近隣のみなさんの憩いの場所「佐井寺南が丘公園」。
2024年新たなチャレンジとして、はなみどが公園に出張
させて頂いたイベント「つつつ市」。公園で花やみどり
を楽しむ親子で寄せ植えワークショップや、自然工作、
吹田の美味しい飲食コーナーなど、近隣のみなさんで
賑わうイベントとなりました。
はなみどの活動や地域で活躍するボランティアのみなさんの
活動、地域の店舗等を知って頂く機会となりました。

夏には子どもの声が響き渡る憩いの遊歩道「せせらぎの道」。
佐井寺地域の中をつなぐ道として開発されました。市内に５本ある
万博記念公園へと向かう道「緑のネットワークルート」Cルートの一部
でもあります。公園とともに開発されてから約30年。地域のみなさんに
親しまれてきました。
街路に植えられた季節の植物と共に水のせせらぎを感じながら歩ける
お散歩にぴったりの道です。吹田の「水」にまつわる逸話をテーマとする
「せせらぎ」や「湧水」のモニュメントも各所にちりばめられています。
ぜひ涼しさを感じながら歩いてみてください。

取材協力：吹田市公園みどり室せせらぎの道を歩こう


